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本日のお話

先のパネルディスカッションでもご紹介のとおり、愛知県豊田市において、先進的な介
護予防事業である「ずっと元気︕プロジェクト」が進⾏中
● 5億円を投じて10億円の介護費削減を目指す、本邦最⼤の介護予防事業
● この中で、（合）Next Riseソーシャルインパクト推進機構（（株）ドリームイ

ンキュベータ（DI）の子会社）は、参画事業者選定・とりまとめを実施

この取り組みを実現する鍵が、”SIB”（ソーシャルインパクトボンド）という仕掛け
● ⺠間資⾦を元⼿に、創意⼯夫に満ちた予防措置を実施し、⾏政コストを低減
● 低減分を⾃治体・事業者・⺠間資⾦で分かち合いつつ、市⺠にも裨益

本日は、「ずっと元気︕プロジェクト」を⽀える”SIB”の仕組みと、⺠間事業者から⾒た
その意義や、面白さをご紹介
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ドリームインキュベータ（DI）の概要

DI ＝ ” The Business Producing Company ”

社会を変え、⼤きな事業を創造するビジネスプロデュースに注⼒

会社概要 事業概要

社会を変える 事業を創る。

持続可能な
社会形成

新しい産業の
創出

新時代の
挑戦者⽀援

Mission

ビジネス
プロデュース

インキュ
ベーション

● 社会インパクトのある事業創造
● 戦略コンサルで培われた構想⼒
● ⼤企業・官公庁とのネットワーク

● ベンチャー起業家との信頼構築
● 投資ビジネスの豊富な知⾒
● 事業再生・事業経営の経験値

設⽴︓ 2000年6月1日
連結純資産︓ 13,196百万円*

人 員︓ 824名* （連結役職員数）
97名* （DI単体）

東証ﾏｻﾞｰｽﾞ上場︓2002年5月10日
東証⼀部昇格︓ 2005年9月26日

DIグループの海外拠点︓
● インド、ベトナム、タイ、インドネシア

* 2021年3月末現在
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”グリーンシティ構想”
● 当時の経産省の最優先産業

戦略に位置付け

省エネ機器の国際展開構想
（標準化などを含む）

⼤型蓄電池を軸とした、エネル
ギー・システムの産業戦略

システム・インフラ輸出戦略
● 有望分野特定、戦略

インフラメンテナンスの社会的
重要性とビジネス化への示唆

医療産業の海外展開モデル設計、
再生医療戦略設計

有望な農林⽔産技術の産業化
ロードマップ

高齢化に対応したまちづくり
● コンパクト化と産業創造を

両⽴させるモデル構想

● ⾃動⾞
● デベロッパー
● エネルギー、重電 等

● 家 電

● 重電、IT、電⼒
● ⾃動⾞、住宅 等

● 商社、インフラオペレーター
● 重電、IT 等

● インフラプレイヤー
● 関連メーカー 等

● 製薬、医療機器
● 商社、IT、⾦融 等

● ⾷品、流通
● 化学・素材 等

● ⾃治体
● デベロッパー
● ⾃動⾞、エネルギー 等

特に注⼒している「ビジネスプロデュース⽀援」の概要

1. 構想（スタートポイント）
● 業界を越えた視野・発想

2. 戦略
● 迅速・徹底的な市場分析に

基づく実現への道筋

3. 仲間作り
● 社内・顧客・企業・政府・

⼤学・世論

4. ルール作り
● ビジネスをうまく回す/業界

慣⾏を壊すための枠組み

5. 社内外ドライブ
● プロジェクトマネジメント

6. 結果を出す（ゴール）

企 業 DI

事業創造
（ビジネスプロデュース）

構想設計
（産業プロデュース）

×

×

×

×

×

×

×

×

ビジネスプロデュース⽀援の実績例ビジネスプロデュース⽀援の構造
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合同会社ネクストライズソーシャルインパクト推進機構（NRS）の概要

⺠間企業のノウハウ・資⾦を活⽤し、社会課題の解決を図る

会社概要 本プロジェクトにおける位置づけ

2021年3月

ドリームインキュベータ 100%

石川 雅仁

ソーシャルインパクトボンド
（SIB）の仕組みを活用した、
各種官⺠連携事業の推進
● “ずっと元気︕プロジェクト”

（豊田市・介護予防）

設 ⽴

株 主

代 表

事業内容

自治体からの業務委託に基づき、事業全体の取りまとめ・
⺠間事業者への資⾦・報酬の提供を担う
● 各プロジェクトにおいて、⺠間事業者が存分に知⾒・

ノウハウを発揮いただくサポートを⾏う

第三者
評価機関

⺠間
事業者

成果評価役務提供

報 酬資⾦・報酬 評価結果

・
・

自治体

ファンド

調 達

提供先

高齢者
（介護予防の場合）
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介護費は右肩上がり。コロナ禍により今後更に増⼤する可能性

介護給付費は20年後に倍増する⾒込み
コロナでフレイルが更に進⾏。

要介護・要⽀援者数が増加する可能性

出所︓ 厚生労働省「今後の社会保障改⾰について」、神⼾市委託調査（JAGES実施）
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事後的な措置では限界で、介護になる前の予防的な取り組みが必要

うち、
介護費割合 8.8％ 10.9% 13.7%
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他方、予防的な取組みはコロナ禍の中で縮小傾向
⾃治体単独ではリソース・ケイパビリティともに限られており、新しい生活様式への対応に苦慮

• 北海道、岩⼿県、広島県、⿅児島県の4道県を対象にした調査
** 規模・地域・高齢化率の異なる20市町村を抽出して分析
出所︓ 厚労省「令和元年度 介護予防・日常生活⽀援総合事業（地域⽀援事業）の実施状況に関する調査結果」、日本

能率協会総合研究所「新型コロナウイルス感染症影響下における高齢者の⼼⾝への影響」、市町村特別会計説明書

介護予防の取組み状況 ⾃治体の直面する難しさ

新しい⽣活様式への対応を自治体が独⼒で企画・実⾏
するのは大変

● オンライン実施・三密回避等、従来なかった新しい
課題への対応が必要

● そもそも、高齢者を動かすためには “楽しさ” “達成
感” 等の、モチベーションに訴えかける仕掛けが必要

ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ

リ
ソ
ー
ス

自治体側の介護予防にかけられるリソースはカネ・ヒトと
もに限られており、取組みの自由度は⼩さい

● 全高齢者が対象となる⼀般介護予防事業の予算
は、介護保険事業全体のわずか0.02〜0.73%**

– “ 喫緊必要なサポートを優先せざるをえない ”
（⾃治体職員）

● 予防領域は性質上、⼤規模な予算を投じづらい
– 事業実施から効果が⾒えるまでに数年のズレ

各自治体は、通いの場の支援を主軸に介護予防の取組
みを進めてきたが、コロナ影響でその機会が縮⼩

＜コロナ禍における通いの場の開催状況*＞

2020年6~7月
（緊急事態宣言解除後）

⾃粛
32.6%

開催
67.4%

2020年4~5月
（緊急事態宣言下）

⾃粛
85.7%

開催
14.4%

自治体主体の取組みとして健康体操や介護予防教室の
YouTube配信等の対策を講じるも、更なる対応が必要

● リアル実施は三密回避の配慮が必要であり、⼀方で
オンラインへの移⾏は高齢者の参加ハードルが高い

● 特に、双方向のコミュニケーションの創出が難しく、社
会参加の機会が確保できていない

住
⺠
主
体
の
取
組
み
の
⽀
援

⾃
治
体
主
体
の
取
組
み
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社会参加による予防的な取り組みは、効果⼤
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介護予防×SIBの第⼀号案件として、豊田市で「ずっと元気︕プロジェクト」が始動

プレスリリース（2021/6/30） 事業概要

目的
豊⽥市⾼齢者の⽅々の幸福度・⽣活満⾜
度向上、及び要介護リスク・介護費の低減

事業運営者

提供サービス

事業期間

合同会社 Next Rise ソーシャルインパクト
推進機構（以下NRS）が豊⽥市より受託
● 本事業の運営・推進を担う

2021年7月1⽇〜2026年6月30⽇

介護費削減目標︓約10億円
事業参加者数 ︓約5,000人/年

運動・健康、趣味・エンタメ等様々な社会参
加促進サービス
● NRSが選定した複数の事業者が提供

事業規模
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SIBの仕組みを活⽤し、豊田市より委託を受けたNext Rise ソーシャルインパクト推進機構が、
⺠間取り纏め組織として本プロジェクトを推進

豊田市官⺠連携介護予防「ずっと元気︕プロジェクト」のスキーム

第三者評価機関

豊⽥市

⺠間事業者
（企業、NPO 等）

市内高齢者

スポーツ 就労・
その他

社会参加
履歴データ

消費活動

趣 味

社会参加
促進サービス

提供

Next Rise 
ソーシャルインパクト

推進機構
（⺠間取り纏め組織）

評価結果成果報酬事業資⾦/
成果報酬

Next Rise
ソーシャルインパクト

ファンド

出 資

￥

企業版ふるさと
納税

寄付

￥ ￥

￥ ￥
リターン

￥
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事業者・サービスの全体像

現在、43のサービス事業者が参画。53種類のサービス提供を実施

サービス事業者による事業例（コロナ禍を踏まえ、オンライン・三密回避のオフラインプログラムを実施）

コミュニケーション・就労・その他

趣味・エンタメスポーツ・健康

プログラム参加者の健康維持・介護費削減

プログラムへの新規参加・継続参加

参
加

参
加

参
加

参
加

参
加

じーばーイーツ

… …
…

Small Steps

タカハマホールディングス

⾥いも

コグニダンス協会リ・コネクト
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実績も着実に蓄積。中間指標の達成も⾒えてきた

初年度実績と2年目の⾒通し （参考）月次参加者数推移の状況

2年目は目標達成に向けて概ねオントラック
● 1年目は⽴ち上がりに若⼲苦戦。後半で

徐々に”コツ”をつかみ始める
● 参加者のみならず、継続率も上昇基調

– 今後、今⼀歩の踏み込みを目指す

参加者* 継続者**

初年度
実績

2年目
⾒通し

（現時点）

XXX名 XXX名

XXX名強 XXX名強

*  1年間でプログラムに1度でも参加した個人の総数
** 1年間で1日以上参加した月が六か月以上の個人の総数

2,603

411

3,042

709

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800
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月間参加者数（MAU）

うち、完全な新規参加者の数

[KPI]年度内の累積参加者数

[KPI]年度内の累積継続参加者数

（単位︓名） （単位︓名）

1年目 2年目

投影資料にてご提示
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生まれていること①︓地元事業者の活性化・活躍

市内の地元事業者を取り纏め、幅広いサービスを提供・バリューアップするNPOが活躍中

市内の様々な企業・団体とのネットワークを活⽤し
て市内多数の事業者を取り纏め

介護・福祉の
プロフェッショナル企業

専門的知⾒に基づいた、
健康⽀援サービス

在宅治験 地元の趣味・音楽教室
ダンス、音楽、パソコン講座等

幅広い既存教室にて高齢者向けの
サービスを展開

NPO、ボランティア団体
地域を⽀える有志の活動を

更にアップデート健康・美容関連企業
フィットネス、出張美容サービス

等生活を豊かにする取り組みを実施

就労支援サービス企業等
高齢者の就労⽀援サービスを展開

全体の
プロモーション サービス運営の

アドバイス
成果報酬の

支払い

事業者間連携
の促進

“ 介護事業者からNPO・音楽教室まで、幅広い特性を持つ事業者が参画・活躍 ”（はたけん）
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フラダンスの動きを取り入れた「フラトレ」
（株式会社スマイリング）

就労支援サービス
（株式会社都工業）

初心者・シニアのドローン教室
（一般社団法人ドローンチームNadeshiko）

共食サービス
（じーばーイーツ）

その他、12事業者が
プログラムを提供

出所︓ 働く人の笑顔創り研究所・各社提供資料

ご参考︓地元事業者によるサービス提供の様子
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生まれていること②︓共創・社会性×経済性による事業進化

“ 触れ合う機会のない⼤企業との協業や、新たな事業展開が窺え、貴重な機会 ”（地元デイサービス）

共創（≒事業者間での連携）

検診の機会を活用して、医師がオンライン
健康プログラムを紹介
● その入口として、まずは徒歩圏内にあ

るスマホ教室を案内

概 要

受診 スマホ教室
オンライン

健康サービス

紹介
初回登録
操作指導

紹介

業界をまたいだ協業の実現
● 医師による勧奨は説得⼒⼤
● オンラインの課題であるスマホ利⽤も、

通信事業者がうまくサポート
● 結果、オンラインサービスの利⽤定着

意味合い

社会性×経済性（≒新たな事業機会の発生）

集⾦時の自宅訪問機会を通じて、社会参
加プログラムを提供
● 集⾦・⾒守りのための訪問が、カネを

生むビジネスに

概 要

コスト→収益機会への転換
● 単なる「善意」「いいこと」では続かない

し、事業者の負担（コスト増）になる
● お⾦をつけることで、「いいこと」と「ビジ

ネス」とを両⽴させる

意味合い

集⾦ついでに世間話
や健康講座︕
訪問が楽しみ︕

今⽇は、健康体操に関
するアドバイスです︕
集⾦もお願いしますね︕

会話にしっかり時
間を使えるし、何
より、もうけにつな
がる︕
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生まれていること③︓住⺠による⾃主活動のエンパワーメント

“ プロが出張してくれると、張り合いがあるし、やっぱり楽しい︕ ”（高齢者）

既存⾃主サロンへの出張・アップデート

中⼭間地域の自主サロンに医療やリハビリなど
の専門家を派遣し、サロンの活動をアップデート
● 現在では約10のサロンに継続的にサービスを

提供

概 要

コロナで活動が細くなった住⺠の自主活動のて
こ入れ・アップデートに寄与意味合い

サロン1 サロン2 サロン3 サロン10

医療スタッフ/PT・OTによる健康
講座・実技

● 健康漫談・誤嚥予防
等11講座を⽤意

健康系
スポーツ科学部渡邊教授によ
る筋⼒測定会・改善指導

● 各人の筋⼒低下要因
に応じ改善を実施

運動系

・・・・

高齢者クラブの新規イベントへの出前講座

⾼齢者クラブ・交流館の合同イベントへ、各種
プロによるエンタメプログラムを提供
● プロインストラクター・声優による講座や、ボー

ドゲーム体験会など

概 要

地域の有志も本プロジェクトを通じて事業者の
⼒をレバレッジし、新たな活動を、より豊かに意味合い

全体運営

野菜摂取量
チェック機器提供

プロ声優・
インストラクター派遣

ボードゲーム講座
の提供

40名程度がご参加、
全員の満⾜度も⾼

● “ 声が出るほ
ど楽しい”

● “ 口元も感情
も豊かに”
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最後に

社会参加を軸にした取り組みはまだまだ広げられる
● 介護予防分野の横展開
● 医療分野への染み出し

そのための武器としてSIBは非常に効果的
● ⾏政、⺠間企業、市⺠が⾃由な発想で⼿を取り合える

こうした新しい取り組みには当然様々な壁もあるが
● 予算取りや既存取り組みとの整理や、
● 有意なインパクトを出せるレベルの原資の捻出・獲得方法など

⾏政、事業者が覚悟を持って臨めば “社会は変えられる”
● もはや「実証」「お試し」の段階ではなく、「実⾏」に移⾏するとき

ご興味おありの⾃治体職員の皆様、ご⼀緒に挑戦しませんか︖




